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Abstract

Yogo teacher is a special licensed educator who supports children's growth and development 
through health education. To elucidate the actual utilization of health news, that is created 
and handed out monthly by Yogo teacher for students and their caregivers, we conducted 
questionnaire research that targeted elementary school students (n=91). As a result, more than 
half of the students read and found out to be fun and useful of health news, however, almost 
subjects remembered little about the contents. To improve such drawbacks, we should work 
out the eventful health contents at various times and in a different manner. 

はじめに

保健だよりは，養護教諭の職務 5項目 1）（保健管理，保健教育，健康相談，保健室経営および保
健組織活動）の中で保健教育（指導）に位置付けられている 2）。その主な目的は，紙面を通して保
健教育を行うこと，児童生徒の保健に関する情報を伝達すること，保健室と児童生徒・保護者のコ
ミュニケーションを図ること，である 3）。保健だよりは法的に発行の義務や書式等は定められてい
ないが，学校保健の目標を達成するための手段であり啓発活動である 4）ことから，健康に関する
知識の伝達や健康への問題意識・関心を高めるためにほとんどの養護教諭が保健だよりを作成して
いる 5）。これまで，養護教諭を対象とした保健だよりに関する調査は行われている 2）ものの，児童
生徒を対象とした実態調査はほとんどなされていない。2018年に橋口ら 6）が中学生を対象に保健

　　　　　　　　　　　
 *茨城大学大学院教育学研究科（〒 310-8512　水戸市文京 2-1-1；Graduate School of Education, Ibaraki 

University, Mito 310-8512 Japan）．
**茨城大学教育学部（〒 310-8512　水戸市文京 2-1-1；College of Education, Ibaraki University, Mito 310-8512 

Japan）．

福田・古池：保健だよりの実態に関する調査 419茨城大学教育学部紀要（教育科学）71 号（2022）419 － 431



だよりに関する調査を行った結果，8割以上の生徒が保健だよりは役に立つと感じていることが明
らかとなった。しかし，橋口らは時代や実態に応じた内容の精選が必要であることを指摘している。
本研究では，小学生の保健だより活用の実態を明らかにするために質問紙調査を実施し，先行研
究と比較しながら考察し，より有効な保健だより作成の一助としたい。

方　法

水戸市立F小学校の 2年生，4年生，6年生の計 91名（調査日の出席者）を対象とした質問紙
調査を行った。調査期間は 2020年 10月 13日～ 20日で，各学級で担任が児童に調査の趣旨と内
容を説明したのち，質問紙調査を実施しその場で回収した。有効回答者数は 91名（有効回答率
100.0％）であった。
質問紙の内容は，①学年と性別，および保健だよりについて②読んでいるか，③どこを読んでい
るか，④役に立つか，⑤興味のある内容か，⑥難しいか，⑦どのような内容をのせてほしいか，⑧
おうちの人に見せているか，⑨おうちの人は読んでいると思うか，⑩内容をおうちの人と話し合う
ことがあるか，⑪今でも覚えている内容はあるか，知識の定着を確認するために⑫涙の量が減り目
の表面が乾いてしまっている状態を何というか，⑬F小学校の視力検査では学年が上がるにつれて
A判定が増えるかどうか，⑭希望や意見などの自由記述，の 14項目であった。なお，⑦について
は小学校学習指導要領体育編の体育・健康に関する指導を参考にした 6項目と自由記述の計 7項目
から 2項目を選択する内容とした。⑫および⑬は調査日の約 2週間前に配布された保健だより 10
月号の内容である。
倫理的配慮として，質問紙調査で得られたデータは研究以外の目的では使用しないこと，質問紙
調査への協力は無記名，自由意志であることを質問紙に記載した。

結　果

1．学年と性別
2年生 27名，4年生 34名，6年生 30名で，性別は男子 44名（48％），女子 47名（52％）であった。

2．保健だよりを読んでいるか
「保健だよりを読んでいますか」という質問に対し，2年生は 27名中「いつも読む」5名 19％，「時々
読む」11名 41％，「ほとんど読まない」1名 3％，「全く読まない」10名 37％であった。4年生は，
34名中「いつも読む」9名 26％，「時々読む」19名 56％，「ほとんど読まない」5名 15％，「全く
読まない」1名 3％であった。6年生は 30名中「いつも読む」6名 20％，「時々読む」16名 53％，「ほ
とんど読まない」6名 20％，「全く読まない」2名 7％であった（図 1）。
「保健だよりを読んでいる人は，どこを読んでいますか」という質問に対し，2年生は 27名中
「全部読む」6名 22％，「おもしろそうなものだけ読む」8名 30％，「見出しだけ読む」3名 11％で，
10名 37％は無回答であった。4年生は 34名中「全部読む」6名 18％，「おもしろそうなものだけ
読む」15名 44％，「見出しだけ読む」4名 12％で，2名 6％は無回答であった。6年生は 30名中「全
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部読む」12名 40％，「おもしろそうなものだけ読む」12名 40％，「見出しだけ読む」5名 17％で，
1名 3％は無回答であった（図 2）。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2年生 4年生 6年生

いつも読む 時々読む ほとんど読まない 全く読まない

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2年生 4年生 6年生

全部読む おもしろそうなものだけ読む 見出しだけ読む 無回答

図 「保健だよりを読んでいますか」

図２ 「保健だよりを読んでいる人は，どこを読んでいますか」

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2年生 4年生 6年生

役に立つ どちらかといえば役に立つ

どちらかといえば役立たない 役に立たない

無回答

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2年生 4年生 6年生

興味がある どちらかといえば興味がある どちらかといえば興味がない

興味がない 無回答

図３「保健だよりは役に立ちますか」

図４ 「保健だよりは興味のある内容ですか」

図 1　「保健だよりを読んでいますか」

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2年生 4年生 6年生

いつも読む 時々読む ほとんど読まない 全く読まない

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2年生 4年生 6年生

全部読む おもしろそうなものだけ読む 見出しだけ読む 無回答

図 「保健だよりを読んでいますか」

図２ 「保健だよりを読んでいる人は，どこを読んでいますか」

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2年生 4年生 6年生

役に立つ どちらかといえば役に立つ

どちらかといえば役立たない 役に立たない

無回答

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2年生 4年生 6年生

興味がある どちらかといえば興味がある どちらかといえば興味がない

興味がない 無回答

図３「保健だよりは役に立ちますか」

図４ 「保健だよりは興味のある内容ですか」

図 2　「保健だよりを読んでいる人は，どこを読んでいますか」

3．保健だよりの内容について
「保健だよりは役に立ちますか」という質問に対し，2年生は 27名中「役に立つ」11名 41％，「ど
ちらかといえば役に立つ」6名 22％で，10名 37％は無回答であった。4年生は 34名中「役に立つ」
9名 26％，「どちらかといえば役に立つ」17名 50％，「どちらかといえば役に立たない」7名 21％，「役
に立たない」1名 3％であった。6年生は 30名中「役に立つ」9名 30％，「どちらかといえば役に立つ」
15名 50％，「どちらかといえば役に立たない」3名 10％，「役に立たない」3名 10％であった（図 3）。
「保健だよりは興味のある内容ですか」という質問に対し，2年生は 27名中「興味がある」12
名 44％，「どちらかといえば興味がある」4名 15％，「どちらかといえば興味がない」1名 4％で，
10名 37％は無回答であった。4年生は 34名中「興味がある」10名 29％，「どちらかといえば興味
がある」14名 41％，「どちらかといえば興味がない」7名 21％，「興味がない」3名 9％であった。
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6年生は 30名中「興味がある」7名 23％，「どちらかといえば興味がある」12名 40％，「どちらか
といえば興味がない」8名 27％，「興味がない」3名 10％であった（図 4）。
「保健だよりの内容は難しいですか」という質問に対し，2年生は 27名中「難しい」5名 19％，「ど
ちらかといえば難しい」5名 19％，「どちらかといえば難しくない」2名 7％，「難しくない」6名
22％で，9名 33％は無回答であった。4年生は 34名中「難しい」1名 3％，「どちらかといえば難しい」
7名 21％，「どちらかといえば難しくない」10名 29％，「難しくない」16名 47％であった。6年生は，
30名中「難しい」1名 3％，「どちらかといえば難しい」3名 10％，「どちらかといえば難しくない」
12名 40%，「難しくない」14名 47％であった（図 5）。
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「保健だよりにどのような内容をのせてほしいですか」という質問に対し，2年生の男子は「病
気の予防について」33％，「体の成長について」21％，「心の健康やストレスについて」21％であった。
2年生の女子は「体の成長について」30％，「体のしくみについて」23％，「心の健康やストレス
について」20％であった。4年生の男子は「病気の予防について」26％，「心の健康やストレスに
ついて」18％，「体の成長について」15％，「けがの防止や手当について」15％であった。4年生
の女子は，「病気の予防について」24％，「体のしくみについて」21％，「心の健康やストレスにつ
いて」18％であった。6年生の男子は「病気の予防について」33％，「体の成長について」27％，「け
がの防止や手当について」20％，「心の健康やストレスについて」7％であった。6年生の女子は
「心の健康やストレスについて」33％，「病気の予防について」27％，「けがの防止や手当について」
23％，であった（図 6）。
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「今でも覚えている保健だよりの内容はありますか」という質問に対し，2年生は 1名が「目に
ついて」を，4年生は 2名が「視力検査の結果」，「検査日のお知らせ」を，6年生は 5名が「検査
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日のお知らせ」，「検査の結果」，「視力について」，「鼻血の対応について」，「インフルエンザの予防
について」，「けがの手当てについて」を挙げた。

4．家庭での活用の実態について
「保健だよりをおうちの人に見せていますか」という質問に対し，2年生は 27名中「見せている」

25名 92％，「時々見せている」1名 4％であった。4年生は 34名中「見せている」22名 64％，「時々
見せている」6名 18％，「あまり見せていない」3名 9％，「見せていない」3名 9％であった。6年
生は 30名中「見せている」20名 67％，「時々見せている」8名 27％，「あまり見せていない」2名
6％であった（図 7）。

「保健だよりをおうちの人は読んでいますか」という質問に対し，2年生は 27名中「いつも読ん
でいる」19名 70％，「時々読んでいる」8名 30％であった。4年生は 34名中「いつも読んでいる」
11名 32％，「時々読んでいる」16名 47％，「ほとんど読んでいない」3名 9％，「全く読んでいな
い」4名 12％であった。6年生は 30名中「いつも読んでいる」15名 50％，「時々読んでいる」9
名 30％，「ほとんど読んでいない」5名 17％，「全く読んでいない」1名 3％であった（図 8）。

図 8　「保健だよりをおうちの人は読んでいますか」
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図 10　「涙の量が減って目の表面が乾いてしまっている状態を何といいますか」

図 9　「保健だよりの内容をおうちの人と話し合うことがありますか」

「保健だよりの内容をおうちの人と話し合うことがありますか」という質問に対し，2年生は 27
名中「いつも話し合う」7名 26％，「時々話し合う」10名 37％，「ほとんど話し合わない」6名
22％，「全く話し合わない」4名 15％であった。4年生は 34名中「いつも話し合う」1名 3％，「時々
話し合う」14名 41％，「ほとんど話し合わない」9名 27％，「全く話し合わない」10名 29％であっ
た。6年生は 30名中「いつも話し合う」3％，「時々話し合う」3名 10％，「ほとんど話し合わない」
14名 47％，「全く話し合わない」12名 40％であった（図 9）。
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図11 「F小学校の視力検査では，学年が上がるにつれてA判定が増えますか」
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図11 「F小学校の視力検査では，学年が上がるにつれてA判定が増えますか」

5．保健だよりの内容の知識定着について
調査日の約 2週間前に配布された保健だより 10月号の内容で知識の定着を確認するために以下
の 2つの質問を行った。
「涙の量が減って目の表面が乾いてしまっている状態を何といいますか」という質問に対し，2
年生は「ドライアイ（正解）」2名 6％，「白内障」1名 3％，「クールアイ」5名 18％，「覚えていない」
18名 67％であった。4年生は「ドライアイ（正解）」19名 56％，「白内障」2名 6％，「クールアイ」
3名 9％，「覚えていない」10名 29％であった。6年生は「ドライアイ（正解）」22名 73％，「白内障」
3名 10％，「クールアイ」1名 3％，「覚えていない」4名 14％であった（図 10）。
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「F小学校の視力検査では，学年が上がるにつれてA判定が増えますか」という質問に対し，2年
生は「減る（正解）」0名 0％，「増える」2名 8％，「どちらともいえない」3名 12％，「覚えていない」
19名 72％であった。4年生は「減る（正解）」14名 41％，「増える」3名 9％，「どちらともいえな
い」5名 15％，「覚えていない」12名 35％であった。6年生は「減る（正解）」17名 57％，「増える」
3名 10％，「どちらともいえない」1名 3％，「覚えていない」9名 30％であった（図 11）。

考　察

1．保健だよりを読んでいるかについて
2年生の約 6割，4年生の約 8割，6年生の約 7割の児童が，保健だよりを「いつも」または「時々」

読んでいた。2年生では，「全く読まない」と回答した児童が全体の 3割以上を占め，学級内で保
健だよりを読んでいる児童と読んでいない児童の差があることがわかった。
保健だよりのどの部分を読んでいるかについては，全学年で「おもしろそうなものだけ読む」が

1番多い回答となった。本調査で知識の定着を確認するために用いた 10月号では目に関する内容
など，保健だよりはあらかじめ月ごとに中心となる内容を決めて発行している。その中でもグラフ
や絵を含む読みやすい内容，検診日程のお知らせや学校行事に関わる事柄など興味のある内容にの
み目を通している児童が多かった。学年が上がるにつれ「全部読む」と回答した児童の割合が増え
たことから，内容が高学年向けになっていることが推測される。保健だよりの目的である紙面を通
しての保健教育，情報伝達，コミュニケーション 1）を達成するためにも，児童全員が保健だよりを「い
つも読んでいる」状態になるよう配布方法や内容を工夫することが必要であろう。

2．保健だよりの内容について
2年生の約 6割，4年生の約 7割，6年生の約 8割が，保健だよりの内容は役に立つと感じてい

た。保健だよりを読んでいるかについての質問と併せて考えると，保健だよりの内容が高学年にとっ
てより理解しやすく役に立つ内容であることが推測される。また，保健だよりを全く読まないと回
答した児童の割合と保健だよりの内容は役に立たないと回答した児童の割合がほとんど同数であっ
た。このことから，保健だよりは自分にとって役に立たないと考えて読まない児童がいるのであろう。

図 11　「F小学校の視力検査では，学年が上がるにつれてA判定が増えますか」
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また，2年生と 6年生の約 6割，4年生の約 7割が，保健だよりの内容に興味があると回答した。
さらに，興味がないと回答した児童の割合は読んでいないと回答した児童の割合より多く，内容と
して興味をひくものではないが，配布物であるため目を通している児童がいることが考えられる。
保健だよりとして必要な保健や健康に関する内容の定着を図り，情報源として活用できるものにす
るためには，児童の興味関心の高い内容を精選して取り上げる必要があると考える。児童が保健だ
よりに載せてほしいと考えている項目について調査を行ったところ，男女間および学年間に差が認
められた。特に 6年生では，男子で 1番多かった「体の成長について」は女子では 2番目に少なく，
女子で 1番多かった「心の健康やストレスについて」は男子では 3番目に少なかった。また，2年
生は「体の成長」や「体のしくみについて」が多く，高学年になるにつれて「けがの防止や手当に
ついて」や「病気の予防について」が多くなった，低学年は自分の身体を知ることに興味があり，
学年が上がるにつれ健康を自己管理することに興味を持ち始める傾向があることが伺える。性別や
学年での興味の違いにより全児童が興味をもつ内容を共通の保健だよりに取り入れることは難しい
と考えられる。さらに，保健だよりに載せてほしいその他の項目で「スポーツをしている人の健康
的な食事について」という回答があり，習い事やスポーツなど校外での活動を踏まえ学校の実態に
即した内容を精選する必要もある。
今でも覚えている保健だよりの内容があると回答した児童は 1割以下で，極めて少なかった。覚

えている内容として挙げられた項目は，質問紙調査を行う約 2週間前に配布された保健だより 10
月号の内容と「検査日のお知らせ」であった。6年生では「鼻血の対応について」，「インフルエン
ザの予防について」，「けがの手当てについて」など，身近な傷病の予防や対応についての内容を覚
えている児童がいた。このことから，保健だよりの内容を長期間記憶させておくことは困難だが，
自分にとって身近に感じている内容や興味のある内容については記憶が残りやすいのではないか。

3．家庭での活用の実態について
保護者などに保健だよりをいつも見せている児童は，2年生では 9割を超え，4年生と 6年生で

6割を超えているものの，学年が上がるにつれて見せていない割合は増えていた。「保健だよりを
おうちの人は読んでいますか」については，2年生では全ての児童が「いつも読んでいる」，「時々
読んでいる」と回答し，高学年になるにつれ「あまり読んでいない」，「全く読んでいない」と回答
する児童の割合が増えていた。さらに，「保健だよりの内容をおうちの人と話し合うこと」がある
児童は，2年生で約 6割，4年生で約 4割，6年生で約 1割にとどまった。保健教育は家庭の協力
も重要であり，家庭で保健だよりの内容について話し合うことは記憶の定着のために有効な手段で
あると考えられるが，6年生のほとんどが話し合うことがないと回答しており，家庭で話題にしや
すい内容や構成にする必要がある。

4．保健だよりの内容の定着について
本調査の約 2週間前に配布した保健だよりの内容 2項目（疾病および学校の実態）についての質

問では，高学年になるにつれ正答率が高くなった。2年生では約 7割の児童が「覚えていない」と
回答し，知識の定着が図られていなかった。また，疾病についての質問の正答率は学校の実態につ
いての質問より高かった。この結果から，高学年になると様々な情報源から健康に関する知識を得
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ており健康に関する知識はあるものの，保健だよりを情報源として活用している児童は少なく健康
に関する学校の実態はあまり興味がないと推測される。

5．より有効な保健だよりの作成について
本調査結果から，保健だよりをより有効なものにするために次の 5項目を考案した。

1）学年や性別により異なる内容を作成する。
学年により興味の対象や内容の理解度は異なるため，学年に応じて内容を変更することでより多
くの児童が興味をもつ保健だよりになると考える。学童期における行動学的性差について斎藤ら 7）

は，女子は国語や家庭科に興味を示し公共心や責任感および生活習慣に優れており，男子は積極性
に優れ理科に関心が高いことを指摘している。彼らは，学校における掲示物は，女子はより非言語
的コミュニケーションの理解に優れ多くの対象に視野を向ける，男子は「間違い探し・クイズ」な
ど学習者の意欲的好奇心を刺激する，ように作成することが効果的であると報告した 6）。このこと
から，女子には生活習慣に関する情報など幅広い内容，男子には情報を伝える方法として間違い探
しやクイズなど，性別によって取り上げる内容や方法を精選した保健だよりを作成することがより
効果的であると考える。
2）家庭で話題にしやすいよう工夫する。
家庭での話題として取り上げられるような工夫としては，「おうちの人と話してみよう」といっ
た具体的に話し合いを促すコーナーを作り，家庭で内容について話し合ったことに関するチェック
シートを利用してもらうことが考えられる。例えば 10月号では目の愛護デーをとりあげ，目に優
しい生活習慣について家庭で話し合い，その項目について意識して生活できたかのチェックシート
を添付するなどにより，家庭で生活習慣を見直す機会をつくることができるであろう。また，保健
だよりを配布する際におうちの人と話し合ってみるよう児童に声をかけ，参観日の学級集会やPTA
総会の際などに家庭で保健だよりの内容について話し合い，健康について考える時間を設けるよう
保護者に直接呼び掛けることも良いだろう。
3）定着を図りたい内容は様式を変えて何度も取り上げる。
児童の特性により，文章が理解しやすい児童もいれば，絵や図の方が理解しやすい児童もいる。
特に知識の定着を図りたい内容については，何度か取り上げ，文章とイラストを交互に掲載するな
ど，取り上げ方を工夫しながら掲載することも必要である。
4）特別号を発行する。
定期または定期外として保健だより特別号の発行も，児童に興味を持たせることができるのでは
ないだろうか。養護教諭以外の教員，保健委員会の児童，外部関係者等の協力を得て，保健委員会
の児童の手書きのものや，学級担任や児童とかかわりの深い教員に依頼し養護教諭以外の教員から
見た保健に関する内容を取り上げたものなどを特別号として発行することで，普段とは違う保健だ
よりの内容に興味をもつ児童が増えるのではないかと考える。
5）配付の際に工夫する。
保健だよりを配付する際に，学級担任または養護教諭が直接保健だよりの内容について簡単に説
明をすること 2）も有効と考える。また，配付日には給食時の放送などで保健委員会の児童と協力
して保健だよりの内容について取り上げることも良いだろう。
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以上より，小学校低学年女子および小学校高学年男子に向けた保健だより（案）を作成したので，
図 12および 13に示す。

図 12　小学校低学年女子向け保健だより（案）

図 13　高学年男子向け保健だより（案）
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小学校低学年女子向け保健だよりでは，1，2年生で習う漢字のみで表記，キャラクターで興味
をひき（図 12左下），家庭科の内容を取り入れ（図 12右上），家庭で話題にできるようにした（図
12右中）。一方，高学年男子向け保健だよりでは，4年生までに習う漢字で表記，環境と行動にわ
けて記載（図 13左下），興味を持ちやすいクイズ形式を取り入れ（図 13右上），保健委員会での
児童の活動の様子を載せた（図 13右下）。

まとめ

本研究では，小学生の保健だより活用の実態が明らかにする目的で，F小学校に在籍する 2年生，
4年生，6年生計 91名に対して質問紙調査を実施し，先行研究と比較しながらより有効な保健だ
より作成について考察した。研究の結果，より有効な保健だより作成の手立てとして以下 5点を得
た。すなわち，①学年や性別により異なる内容を作成する，②家庭で話題にしやすいよう工夫する，
③定着を図りたい内容は様式を変えて何度も掲載する，④特別号を作成する，⑤配付の際に工夫す
る，である。
本研究の限界として，調査の対象が単一の小学校に在籍する児童のみであり，調査対象数が限ら
れていることである。今後，多くの学校の保健だより活用についての実態を調査することで，さら
なる保健だよりの有効な作成方法を考案することが期待できる。また，本研究では学年・性別によ
り異なる保健だよりの作成を提案したが，その作成が煩雑になることや，ともすると性的差別につ
ながる可能性も否定できず，検討が必要である。
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